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、，'jlRJヒ改札口集合

略齢(生駒"西畑町

無料.交通貨11(1己負m.
盛食Im#してく fさい.

岡崎^の樹合"ヨド減公民館での2・4島
に夜更します.

き

ろ

費

他

こ

加

の

と

惨

モ

。

。

。

。と

".守は 横"の綱援に周..つけてうたうこと園"う，・

c<安える人もいるかもしれませんが 大丈夫.時め盆昧か

'"のつけかたまで 先生が魁切ていねい1:1録制して〈れま

れ 酬も日分のmの酬と山てできるので削，，，

かという人でも無理."で~1f"-.何回'"匂声でう允う

の? 岨のマ什ージにM ーヲて とても鍵属製こいいです

r.~\ '合わせば高閲-It(n⑮90 7 4)へ.

p " 

ま
ち
の
話
題

.帽 翠 傭

宝寂I'::1=圃νュ
ン I
大 9
会ウ

コ

近
鉄
高

2
5
1で
ひ
ろ
が

る
品
工

lt
y
-
-」こ
で

u

i
i深

め
る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
径
ス
ポ
ー
ソ
イ
P

ン
ト
金

一
行
ヲ
て
い
志
す
そ
の
一
つ
が
“
旬

，. 
この。ータんは少しでも尚険金灘しめる仲間が珊えれば

とっ〈りれてもろ山由r.~([ 会IlU-，主婦'1>;:.，0)6人と少泣

いですb久酬の合聞に"問団、掴院とと~'.til... 

叶 lt，，~， 州闘いあいと酬を姦しんでいH. 公伽

年働圃が広Lめで それぞれの年代"'与え方や物の見方がわ

か，て定Lいし、何より陸線を.じて人の舗が広がれ"

れほどすぼらLいものUありま

ぜん.n ... 、ι側線のある人"、

ぜひー帥てく"'ぃ.附a
も人帽ですー附即毎

週土・u午後2・H 崎、場U蔚
U 富雄抽象舗 です.

コ
ー
ス

i
i
i

一

I
H-
-
t
?ノ

ン
ト入
会
で
す
a

A
l
停
で
?
八
何
同
の
こ
の
ト
入
会
は

l
i
z
-
--a
 

z
f
勺
下
一
?
?、
ハR

K
G
Zし
一
つ
の
ヨ

l:

分
か
れ
て
タ
イ
ム
主
い

f
f.

欄了直"".，

Sョa• t;t.，t;t.， ふうふう

とeどき声をがけ

あって

i
i
z
 

F
ぃ

seい

ろ
い

Ez-

-
却
に
合
ヲ
た
イ
ラ
ス

L
ど

2
2

3
〈

E
い
・
伝

遅..

ー

目
ζ

ろ
の
露
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
匂
還り

:知
T
I
l
tヲ

Z
Z入、
=

陥
に

fね
ん
で

:
ぎ
り
了
L
U
L
止

と

肴
い
A
H
う

子

E
2
2で
震

で

お

し
@
べ
り
し
て
い
る
人
・
そ
れ
ぞ
れ
が

ζ

の
大
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た

，.にテープを切る

快感。
思わず'闘がほころぷ

E
F
i
u
-

-を
A
i
t-Z

2
E
i
-
-

!
?
z
i公

聴
旗
手
間
一
保
大
号
制
m
-I
目
一

一

宮

@
1
1
1
1
v
t

9 



母国間m国自決曾
高齢者私の主張大会も開催

中山をはじ山山崎では

蝉刊の劇としてさまざま岬 脅摘

糾 rvf¥でいH.その目ごろの宇和酬

を広〈市民に闘し公問削r.輔社

会との迫穆の愉を広げるためつぎの，おり

公町会問きます.

22自由

0同市一州岬寸後5時
岨剖俳句日ほど

0人岡山岬出財閥…..'f1lO9桝~ 午 後

5時

.←マr<りしの'Tに人制障を」

O個目……
r>つの鮪町J レッドニコルヌ@父@・t_.'"ピー

哨裳叫に 酬 と酬を刷 耕輔帽 .

「躍がために値"鳴る」 スペイン・!.f:1II震に野盤

岡修.量とラスペンスにみちた・..拘闘。
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目・・ " ，醐
箪一・"午前日時愉〉.0...酬豆 甫観袋I!i .，. iI. .‘ ・“ 塩谷制"'..11.・ロ.t:!".i'l!tlJ'fJ<・・・..角町噌閑駐
.ニ・"午橡3嶋崎〉.8..醐豆働組 禽隣室叫健 で 配 . 
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